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研究成果の概要（和文）： PET/CTで撮像した頭頚部癌11例の原発巣のMETとFDGの各集積を評価した。11例の原
発巣はすべてMET、FDGともに視覚的に集積陽性を示した。METの最大標準化集積値、代謝腫瘍体積、総腫瘍代謝
量は12.2±5.8、7.2±8.5、69±113.1、FDGの各値は12.6±9.1、5.9±7.3、73.2±127.3であった。METとFDGの
各指標にいずれも有意差はなかった。METとFDGの各指標は有意に正の強い相関を示した。
 MET PET/CTはFDG PET/CTと同等の原発性頭頸部癌の描出能を有する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Eleven patients with head and neck cancer underwent both MET and FDG PET/CT 
before treatment. Each tracer uptake in the primary tumor was evaluated. All 11 primary cancers were
 visualized by both tracers. The MET SUVmax, MTV, and the total lesion methionine uptake (TLMU) 
values were 12.2±5.8, 7.2±8.5, and 69±113.1, respectively. The FDG SUVmax, MTV, and the total 
lesion glycolysis (TLG) values were 12.6±9.1, 5.9±7.3, and 73.2±127.3, respectively. The 
difference between MET and FDG was not significant with any uptake parameter (12.2±5.8 and 12.6±9.
1, p=0.863 for SUVmax; 7.2±8.5 and 5.9±7.3, p=0.139 for MTV; 69±113.1 and 73.2±127.3, p=0.075 
for TLMU, TLG). The MET SUVmax, MTV, and TLMU demonstrated a significantly positive, strong 
correlation with the FDG SUVmax, MTV, and TLG, respectively (r=0.725 [p=0.012], r=0.881 [p<0.001], r
=0.955 [p<0.001]). MET has the same utility as FDG in PET/CT for the visualization of primary head 
and neck cancer.

研究分野：放射線医学、核医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
FDG PET/CTは頭頚部癌の病期診断などに用いられる。脳腫瘍における画像検査としてメチオニンPET/CTの有用性
が確立されてきているが、頭頚部癌やその転移検索の評価におけるメチオニンPET/CTの有用性はこれまでに十分
には検討されていない。今回の研究でFDG PET検査と同等に原発性頭頚部癌がメチオニンPET検査で良好に描出で
きる可能性があることが分かり、今後の頭頚部癌における画像検査の選択肢が増える可能性を示すことができ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）日常診療では頭頚部癌の画像診断として，CTや MRIなどの形態画像が中心であり，それ
らの有用性は広く知られている。しかし，それら医用画像機器モダリティでは治療方針や術式に
大きく影響する頭頚部癌の頸部のリンパ節転移の判定が困難な症例もあり，その診断能に限界
がある。しかし，頸部リンパ節の術前の細胞診や生検も侵襲的であり，部位によっては時に困難
であり，その判定においては画像診断に委ねられる部分が大きい。 
 
（2）一般的には，悪性腫瘍では糖代謝が亢進しており，糖代謝薬剤である FDG が取り込まれ
る。頭頚部癌や頸部リンパ節転移も FDGの取り込みが亢進していることが多く，広く頭頚部癌
の臨床現場で FDG PET/CTが用いられている。しかし，メチオニン PET/CT（MET PET/CT）
は脳腫瘍における画像検査としてその有用性が確立されてきているが、頭頚部癌における有用
性の検討はこれまでに十分には検討されていない。 
 
２．研究の目的 
（1）MET PET/CTにおける頭頚部癌の描出能を求め，FDG PET/CTと比較して有用性を確認す
ることを目的とした。 
 
（2）MET PET/CTは脳腫瘍の良悪性の鑑別診断や，放射線治療後の転移性脳腫瘍の再発診断に
おける有用性がこれまでに多数報告されている（引用文献 1-3）。頭頚部癌における MET PETの
報告もこれまでにいくつかある（引用文献 4-6）が，頭頚部癌における MET PETの有用性は十
分には検討されていない。 
 
３．研究の方法 
（1）対象は 2017年 9月から 2019年 1月までの期間で治療前にMET PET/CT及び FDG PET/CT
を行った頭頚部癌の 11例である。11例の頭頚部癌の内訳は舌癌 5例，下咽頭癌 2 例，歯肉癌
1例，顎下腺癌 1例，中咽頭癌 1例，腺様嚢胞癌 1例であり，いずれも病理学的に診断されてい
る。 
（2）頭頚部癌の原発巣への集積を評価した。集積の評価法としては視覚的評価と，SUVmax，
代謝腫瘍体積｛metabolic tumor volume（MTV）｝，総腫瘍代謝量｛METでは total lesion methionine 
uptake（TLMU），FDGでは total lesion glycolysis（TLG）｝といった指標による半定量的評価を
行った。 
 
（3）FDG PET/CT検査：検査前 6時間以上の絶食下で行った。検査前の血糖値は 140mg/dlで
あることを確認した。体重 1kgあたり 3.0MBqの FDGを投与した。FDGの投与から 1時間後
に撮影を開始した。撮影には PET/CT (Discovery PET/CT 710; GE Healthcare, USA)を用いた。 
 
（4）MET PET/CT検査：300MBqの METを投与した。撮影には PET/CT (Discovery PET/CT 
710; GE Healthcare, USA)を用いた。投与 5分後から 30分間のリストモード収集を行った。1
ベッド分の 15.042cmの範囲の頸部を撮影した。投与後 20分から 35分までの 15分間のデータ
を用いて画像を再構成した。 
 
４．研究成果 
（1）11例はすべて MET PETでも FDG PETでも原発巣への集積を視覚的に確認できた。 
 
（2）MET PETにおける SUVmax，MTV，TLMUは 12.2±5.8, 7.2±8.5, 69±113.1であった。一
方，FDG PETにおける SUVmax, MTV，TLGは 12.6±9.1, 5.9±7.3, 73.2±127.3であった。MET 
PETと FDG PETの各指標に有意差はなかった（p=0.863：SUVmax, p=0.139：MTV, p=0.075：
TLMU, TLG)。METと FDGの各 SUVmax, 各 MTV，TLMUと TLGに強い正の有意な相関が認
められた{r=0.725 (p=0.012), r=0.881(p<0.001), r=0.955(p<0.001)}。 
 
以上から，MET PET/CTは FDG PET/CTと比べて原発性頭頚部癌の同等の描出能を有する可
能性が示唆された。 
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